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研究成果の概要（和文）：近代の手書き文字による公文書を、コンピュータが自動的に解読するシステムの実現
を目指し、その基盤となるデータセットと要素技術を開発した。題材として台湾総督府文書を利用し、約1700ペ
ージ、37万個の手書き文字に関する字形・字種の情報を有するデータセットを開発した。また、深層学習に基づ
く文字切り出し技術と個別文字認識技術を開発した。台湾総督府文書を対象とした実験では、それぞれの技術の
精度は95％と89%に達した。

研究成果の概要（英文）：This research developed a dataset and elemental technologies which are 
foundations for developing an automatic decipherment system of handwritten official documents in 
modern era. The developed dataset includes information on shape and classes of about 370,000 
handwritten characters sampled from 1,700 pages of the documents of Government-General of Taiwan. 
The developed techniques of character segmentation and isolated character recognition achieved the 
accuracy of 95% and 89% respectively in the experiment using the documents of Government-General of 
Taiwan as test samples.

研究分野： 情報工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近代公文書は近世古文書の流れを汲む近代古文書のため解読は容易ではなく、その自動解読システムを開発でき
れば、広く一般の国民や外国人研究者が近代公文書を利用できるようになる。本研究が開発したデータセットと
要素技術は自動解読システム開発のための基盤となるものであり、また、文書認識技術の研究分野の発展に寄与
するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在、各行政機関等が保管している公文書のうち戦前期の文書の多くは、近世古文書の流れを

汲む近代古文書のため一般行政職員が解読するのは容易ではない。そのうえ、近年の活字離れの
進行により将来的には多くの公文記録が死蔵状態に陥る可能性すらある。一方、現在の我が国の
外交に大きな影響を及ぼしている歴史認識問題の一つに、歴史的事実に対する錯誤があり、その
原因として歴史史料を正確に理解出来ていない点が指摘されている。それゆえ如何に公文書史
料を手軽に読めるようにするかが課題となっている。事実、その実情は、台湾総督府文書（図 1）
の利用状況から見ることが出来る。中京大学社会科学研究所は三十数年にわたって文書を一般
に利用できるようにするため、文書目録の編纂とデジタルデータ化、文書史料情報のメタデータ
の提供とを行ってきた。しかし、台湾人若手研究者の原文書の利用は決して多くはない。その原
因の一つが、日本の古文書でもある原史料を容易に読むことが出来ないということにある。した
がって、歴史的公文書ともなっている近代公文書を広く一般の国民が利用できるようにすると
ともに、多くの外国人研究者にも利用できるようにするため、近代公文書の自動解読システムの
開発は喫緊の課題となっているといえよう。また、文書史料を文字情報レベルまでデジタル化し、
整理可能な状態にするメリットは多岐にわたる。例えば、史料をデジタル化・構造化し、検索・
分析を支援するデジタルアーカイブズの開発や、膨大な史料を統計的に分析する計量文献学的
手法の適用が容易となる。このような史料研究の新たな展開のためにも自動解読システムは不
可欠であろう。 

 自動解読システムの核となるものは手書
き文書認識技術である。これは字形情報と文
脈情報を使って、注目している手書き文字の
字種を推定する技術である。ここで、字形情
報とは手書きの文字の 2 次元パターンであ
り、文脈情報とは、注目している文字の周辺
パターン（前後の文字列など）である。手書
き文書認識技術の進歩は近年めざましいが、
近代公文書は次のような特徴を持つため自
動解読は容易でない。 
1) 文字の特徴：新・旧字体、略字、崩し字な
ど様々な字体の手書き文字である(図 2) 。 
2) 文字配置の特徴：文字のサイズや間隔が
一定でなく、修正や挿入文も現れる(図 2)。 
3) 言語的特徴：古語的語句・文体が使われる。 
 
現在、深層学習という機械学習手法を用いる認識技術が主流となっている。深層学習では予め

用意したデータセット（十分な量の基礎データの集合）に基づき認識対象の特徴を学習する。本
研究の場合、近代公文書の上記特徴を網羅するデータセットを用意する必要がある。また、本研
究のみでなく、他の研究機関においても日本古文書を対象とした自動解読の試みは始まりつつ
あるが、既存技術のみでは十分な精度は得られておらず、より高い精度の達成には新規技術が必
要となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近代公文書自動解読システム開発のための基盤を構築すること目的とする。ここで

基盤とは、(a) 近代公文書の上記特徴を網羅する基礎データの集合（データセット）と、(b)シス
テムを構成する要素技術のことである。前者のデータセットについては、近代公文書の画像デー
タ、画像における個々の手書き文字の座標データと字種データ（図 3）、および、古語的語句・

 

  

図 1 台湾総督府文書の例 

図 2 近代公文書は多様な字体・文字配置 
があり文書認識が難しい 



慣用表現のリストにより構成する。後者の要素技術につ
いては、文書画像から個々の手書き文字を検出する文字
切り出し技術と、切り出した文字を個別に文字認識する
個別文字認識技術を開発する。 
近代公文書自動解読システム開発のための上記の基盤

を構築できれば、次のステップとして、広く利用可能な自
動解読システムの構築に着手できる。また、近代公文書の
自動解読という最終的な目標が達成できれば、そのシス
テムを構成する技術は、国公私立各機関、地方自治体、郷
土資料館、図書館、企業、病院、国土地理院などが保存管
理している古文書、地方文書、カルテ、日記など多様な文
書の解読にも応用可能である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、基礎データの採取および諸所の実験のため、
具体的な題材として、台湾総督府文書を利用する。台湾総
督府文書は明治 8 年(1895 年)～昭和 20 年(1945 年)まで
のあらゆる種類の公文書（上奏文、法令命令文、内閣文書、各省庁などの関連文書）が原型のま
まに残された雛形的存在であり、その量は 13,146 簿冊（１簿冊約 500 ページ）にのぼる。研究
分担者らが 1982 年から開始した台湾総督府文書研究（現在は台湾総督府文書目録の編纂と同時
に進めている台湾総督府文書史料検索データベースの構築）で蓄積してきた知識と古文書解読
の知識を活用することで効率よく基礎データを採取できる。 
 
（１）データセットの開発 
台湾文献館から台湾総督府文書の画像データの提供を受け、それらを翻刻したのち、手書き文

字の座標データ・字種データを作成する。翻刻は研究協力者である翻刻専門家および大学院生が
行い、台湾総督府文書に精通する研究分担者が翻刻結果を検証・訂正する。個々の手書き文字の
座標・字種データの作成作業の効率化を図るため、専用のソフトウェアを別途開発する。また、
近代公文書における古語的語句・慣用表現を抽出・整理する。なお、このデータセットは下記（２）
（３）において、深層学習の訓練データ、テストデータとして用いる。 
 
（２）文字切り出し技術の開発 
本研究の準備段階において経験則を用いた文字切り出し手法は精度 80％以下であることを確

認した。本研究では精度を高めるため、深層学習による文字切り出し手法を検討する。 
 
（３）個別文字認識技術の開発 
深層学習を用いた個別文字認識手法を検討する。また、上記データセットでは字種ごとのデー

タ数の偏り出ることが予想されることから、データ増強法（人工的疑似サンプルを追加する方法）
を用いてデータの偏りに対応することを検討する。 
 
（４）自動解読システムの試作 
上記（２）（３）の技術を用いた自動解読システムを試作し、解読精度の検証、新たな課題の

抽出を行う。 
 
（５）その他 
研究期間中、半期ごとに研究組織会議を行い連携体制の維持を図る。研究成果は国内研究会お

よび国際会議で公表する。 
 
４．研究成果 
（１）データセットの開発 

台湾総督府文書 7簿冊から画像 1,707枚分の文書をサンプリングし、それらを翻刻した。さら
に、画像中の個々の手書き文字の位置を求め、翻刻結果と対応づけることにより 363,519個、約

図 3 データセット：翻刻し、文
字の座標・字種データを記録 

況（いわんや）、抑（そもそも）、忝（かたじけなし）、偖（さて）、抔（など）、并ニ（なら
びに）、迚モ（とても）、加之（しかのみならず）、都而（すべて）、決而（けっして）、乍去
（さりながら）、乍恐（おそれながら）、有之（これあり）、依之（これにより）、斯様（か
よう）、向後（きょうこう）、穴賢（あなかしこ）、幾許（いくばく）、今以（いまもって）
事由（ことのよし）、事之外（ことのほか）、事候間（ことに・そうろう・あいだ）、悪敷者
（あしきもの）、無覚束（おぼつかなし）、一件（いっけん）、如仰（おおせの・ごとし）、
如件（くだんのごとし）、仍如件（よって・くだんのごとし）、如此（かくの・ごとし／ご
とく）、如故（もとの・ごとし）、如何（いかん／いかに）、如何様（いかよう）、… 

図 4 古語的語句・慣用表現リスト（一部のみ） 



3500字種の手書き文字の座標・字種データを
有するデータセットを作成した。また、計 342
の語句・慣用表現を収集・整理した（図 4）。 
 
（２）文字切り出し技術の開発 
近代公文書の手書き文字は文字間隔や文

字サイズが不均一であり、隣接する文字が
接触したり、重なっている場合も多い。この
ような手書き文字を個別に検出するため
に、図 5に示すように、個々の文字の上下左
右の領域および中心を検出する手法を開発
した。検出のための深層学習ネットワーク
には FCN(Fully Convolutional Networks)を
用いた。この手法により適合率 97%、再現率
98％、精度 95%で個々の手書き文字を検出可
能であることを実験により確認した。この
成果は文書認識分野のトップカンファレン
ス ICDAR2019（採択率 53%）に採択された。 
 
（３）個別文字認識技術の開発 
近代公文書に出現する文字は、字種ごとに出現頻度が異なるため、本研究で作成したデータセ

ットにおいても、字種ごとのデータ数が不均一である。そこで本研究では、字種ごとのデータ数
が均一となるようにデータ増強する手法を開発した。文字認識のための深層学習ネットワーク
には Google Netを用いて実験を行い、文字認識精度が 89%に達すること、および、第 5候補ま
でに正解がある割合は 97％であることを確認した（図 6）。この成果により画像認識分野の国際
会議 IWAIT2019 で最優秀論文賞を受けた。 
 
（４）自動解読システムの試作 
上記の文字切り出し技術と個別文字認識技術を用いて、文書画像からその解読結果を出力す

る自動解読システムを試作した。自動解読の精度は 85%=95%×89%（第 5候補まで含めると 92%）
となる。図 7には、台湾総督府文書の半ページ分に対する自動解読結果を示す。図中①、②は認
識に失敗している例である。①は「年」を「南」と認識している。②は正解「都」が第 2 候補と
なり、「部」が第 1 候補になってしまっている。さらに精度を上げるためには、(a)多様な字形へ
の対応と(b)字種は異なるが類似する字形への対応が必要である。(a)については、図 7①のよう
に、同種の文字でも様々な崩し字や異体字があり、現時点のデータセットはそれらを網羅できて
いない。このためデータセット開発を継続し、サンプル数を増やす必要がある。(b)については、
図 7②のように、字形が類似する手書き文字の判別を失敗する場合があり、これを防ぐために、
文脈情報を利用して文字認識する仕組みが必要である。 
 
（５）その他 
上記の研究成果は学術論文 1 篇, 国際会議発表 5件、国内学会発表 9 件により公表した。 

 

図 6 第 5 候補までに正解のある割合は 97% 

図 7 自動解読結果の例 

文字切り出し
精度95％

個別文字認識
精度89％

現時点の自動解読
精度95%×89%=85%

今後は精度95％を目指す

① ①

② ②
認識結果
第1候補：部
第2候補：都
第3候補：希

認識結果の第2候補が正解であった
文脈情報を利用すれば改善可能

文書の画像 文字切り出しの結果 文字認識の結果（第1候補）

図 5 各文字の上下左右・中心を検出 

上 下 左 右 中心

統合しやすくなる隣接する文字間の重なりを検知できる
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